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動画像や音声といったデータは、旧来のテキストを中心としたデータと比較して連続的
で広い帯域が必要という性質を持っており、従来の計算機とネットワークではこれらのマ
ルチメディアデータを扱うのは非常に困難であった。しかし近年、計算機の性能や技術の
向上と共に、これらのマルチメディアデータを計算機上で扱おうという動きが活発化して
おり、それと同時にマルチメディアデータをネットワーク上で伝送しようとさまざまな研
究が行われてきた。
マルチメディアデータは広い帯域を必要とし、また遅延や遅延揺らぎといった時間に関

する変化に非常に敏感である。そのため、これらのデータをネットワーク上で伝送するた
めにはQoS（Quality of Service：サービス品質）の保証を行う必要がある。
QoSを保証するコンピュータネットワークシステムとして、ITU-TではATMが規定さ

れ、広域網などで広く利用されてきた。また、IETFからは IPネットワーク上でQoS保
証の実現を目指すRSVP、Di�Servなどのプロトコルが提案されている。
一方、以前からLANのインフラストラクチャとして広く利用されてきたEthernetは近

年高速化が進み、ハードウェア技術の進歩と共に高速なスイッチングネットワークとして
変貌を遂げつつある。この Ethernetに VLANと CoSの概念を導入する IEEE 802.1Q/p

も規定され、今日市場に出荷されている機器ではこの IEEE 802.1Q/pに加え、VLANに
対するQoS保証が行えるようなものもある。
本研究では、ビデオ伝送のためにEthernetにおいてEnd-to-Endの経路を確保する集中

管理機構PAAM（PAth Allocation Manager）の提案を行う。
PAAMはインタフェースモジュール、経路選択モジュール、ネットワーク設定モジュー

ル、データベースモジュールから構成されている。また、データベースモジュールはトポ
ロジマップ、機器情報、経路設定状況の三つのデータベースで構成されている。
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End-to-Endの経路を識別するため、本研究では IEEE 802.1Qフレームフォーマットで
利用されているVID（VLAN IDenti�er）を利用する。VIDは 12bitで、そのうち三つが
予約されているため、経路の識別には 4093個が利用可能である。
PAAMはまずインタフェースモジュールが上位のアプリケーションや資源管理機構から

経路設定要求を受け、経路選択モジュールへ経路選択の依頼を行う。依頼を受けた経路選
択モジュールは最適経路選択アルゴリズムによって、送信元から宛先までの End-to-End

で要求されたQoSを保証できる経路の選択を行い、ネットワーク設定モジュールへ実際
の経路確保を依頼する。ネットワーク設定モジュールは指定された経路上の機器に対して
SNMPやCLIにより機器の設定を行い、経路が確保されたらインタフェースモジュール
へその成否を通知し、インタフェースモジュールは上位のモジュールへ経路確保の成否を
返す。
ビデオ伝送の際に特に重要と考えられるQoSパラメータとして、帯域幅、伝送遅延、遅

延揺らぎが挙げられるが、これらの保証を実現するためにPAAMではネットワーク内の
各機器が持つスケジューリングアルゴリズム、キューの本数、バッファリング能力といっ
た特性を利用する。経路選択アルゴリズムではこれらの特性を基に、Dijkstraのアルゴリ
ズムにPAAM用の変更を行い、複数の経路の中から上位の要求するポリシに基づいて経
路の選択を行う。このPAAMのQoS保証の検証として実測値と最悪値での比較を行うた
め、実際のネットワークにおいて実験を行った。
今後は、ネットワークの動的な変化への対応、実際のビデオネットワークとして JAIST

VideoLANへの適用、そして他のQoSを保証するコンピュータネットワークシステムと
の相互運用が必要であると考えられる。
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